表・１　「経験・カンに基づいた行動、標準作業を知らない・標準作業通り行うスキルがないことに
よる行動」を防止するための管理活動の評価シート（一部省略）
	　　　レベル

管理活動　
	レベル１

（低い）
	レベル2
	レベル３

（普通）
	レベル４
	レベル5

（高い）

	トップ
	(1)標準化及び知識・技能習得の奨励
	トップは標準化及び知識・技能習得の重要性を理解しておらず、奨励していない。
	トップは問題が発生した後だけ、標準化及び知識・技能習得を奨励している。
	トップは標準化及び知識・技能習得の重要性を理解し、折りにふれて話をしている。しかし、・・・
	トップは方針や表彰、マネジメントレビューなど、具体的な行動により標準化及び知識・技能習得を奨励している。ただし、・・・
	トップは方針や表彰、マネジメントレビューなど、具体的な行動により標準化及び知識・技能習得を積極的に奨励するとともに、そのために必要な責任・権限の委譲、リソースの配分についても適切に配慮している。管理部門の提案に対しても的確に指示を出している。

	管理部門
	(2)標準化及び教育・訓練に関する計画の立案と展開
	管理部門は作業の標準化、標準作業通り作業するのに必要な教育・訓練に関する計画を立てておらず、現場任せになっている。
	管理部門は作業の標準化、標準作業通り作業するのに必要な教育・訓練に関する計画を立てているが、抽象的で、現場の実態を反映したものになっていない。
	管理部門は作業の標準化、標準作業通り作業するのに必要な教育・訓練に関する具体的な計画を立てている。しかし、・・・
	管理部門は作業の標準化、標準作業通り作業するのに必要な教育・訓練に関する具体的な計画を立て、必要な教材・指導者・訓練設備などを提供している。ただし、・・・
	管理部門は作業の標準化、標準作業通り作業するのに必要な教育・訓練に関する具体的な計画を立て、必要な教材・指導者・訓練設備などを提供している。計画の展開が十分に行われ、標準がないなどによるトラブル・事故はほとんどない。

	
	(3)標準化及び教育・訓練に関する内部監査と計画の見直し
	現場において適切な標準が作られているか、教育・訓練が必要な要員に抜けなく行われているか把握していない。
	内部監査を行っているが、重点が絞られておらず、形式的なものになっている。監査の基準（チェックリスト）も定められていない。
	現場において適切な標準が作られているか、教育・訓練が必要な要員に抜けなく行われているかに重点を絞った監査の基準（チェックリスト）が定められ、これに沿って監査が行われている。しかし、・・・
	標準化および教育・訓練に関する監査の基準が定められ、これに沿った監査が行われている。また、監査員の訓練が行われ、問題点の的確な指摘ができている。ただし、・・・
	標準化および教育・訓練に重点を絞った有効な監査が行われ、発見した問題点に対する原因分析、標準化及び教育・訓練計画の見直しが十分行われている。また、トップに対しても標準化及び教育・訓練についての的確な提案を行うことができている。

	現場
	(4)標準作業の作成
	標準化を行っていない。経験・カンに頼って作業を行っている。
	標準作業を作っているが、計画性がなく、必要に応じて場当たり的に標準作業を作成している。作られた標準作業はほとんど改訂されていない。
	標準作業がある程度計画的、系統的に用意され、改訂されている。しかし、・・・
	標準作業が必要な作業とそうでない作業を判断する基準が明確になっている。小集団改善活動などを推進しており、多くの作業者の参画を得て標準作業の作成・改訂が適切なタイミングで行われている。ただし、・・・
	あらゆる職場・階層で必要な標準作業の作成・改訂が、作業者の参画を得て適切なタイミングで実施されている。標準作業が作成されていないことが原因で起こっているトラブル・事故はほとんどない。

	
	(5)標準作業を周知するための教育の実施
	標準作業に関する教育を行っていない。
	標準作業に関する教育を行っているが、計画性がなく、必要に応じて場当たり的に教育を行っている。
	標準作業に関する教育をある程度計画的、系統的に行っている。しかし、・・・
	標準作業に関する理解度を確認し、フォローする仕組みがあり、標準が周知徹底されている。ただし、・・・
	標準作業を周知するための教育が徹底しており、標準作業を知らないで作業している要員はいない。標準作業を知らないことが原因で起こっているトラブル・事故はほとんどない。

	
	(6)標準作業通り作業するのに必要な技能を身につけるための訓練の実施
	標準作業通りに作業するための訓練を行っていない。
	標準作業通りに作業をするための訓練を行っているが、計画性がなく、場当たり的に訓練を行っている。資格制度も設けられていない。
	標準作業通りに作業を行うために必要な訓練をある程度計画的、系統的に行っており、資格制度が設けられている。しかし、・・・
	技能レベルを評価する仕組みがあり、これに基づいて資格認定された要員が作業を行っている。ただし、・・・
	標準作業通り作業するのに必要な技能を確実にするための訓練が徹底して実施されており、必要な技能がないまま作業をしている要員はいない。技能不足が原因で起こっているトラブル・事故はほとんどない。


表・２　「標準作業を意図的に不遵守した行動」を防止するための管理活動の評価シート（一部省略）

	　　　レベル

管理活動　
	レベル１

（低い）
	レベル2
	レベル３

（普通）
	レベル４
	レベル5

（高い）

	トップ
	(1)標準作業を遵守することの奨励
	トップは標準作業を遵守する重要性を理解しておらず、奨励していない。
	トップは問題が発生した後だけ標準作業を遵守することを奨励している。
	トップは標準作業を遵守する重要性を理解し、折に触れ話をしている。しかし、・・・
	トップは方針や表彰、マネジメントレビューなど、具体的な行動により標準の遵守を奨励している。ただし、・・・
	トップは方針や表彰、マネジメントレビューなど、具体的な行動により標準の遵守を奨励するとともに、そのために必要な責任・権限の委譲、リソースの配分についても適切に配慮している。管理部門の提案に対しても的確に指示を出している。

	管理部門
	(2)標準作業を遵守させる活動に関する計画の立案と展開
	管理部門は標準作業を遵守させる活動に関する計画を立てておらず、現場任せになっている。
	管理部門は標準作業を遵守させる活動に関する計画を立てているが、抽象的で、現場の実態を反映したものになっていない。
	管理部門は標準作業を遵守させる活動に関する具体的な計画を立てている。しかし、・・・
	管理部門は標準作業を遵守させる活動に関する具体的な計画を立て、必要な工数などを提供している。ただし、・・・
	管理部門は標準作業を遵守させる活動に関する具体的な計画を立て、必要な工数などを提供している。計画の展開が十分に行われ、標準作業を意図的に不遵守した行動によるトラブル・事故はほとんどない。

	
	(3)標準作業を遵守させる活動に関する内部監査と計画の見直し
	現場において標準作業が遵守されているか把握していない。
	内部監査を行っているが、重点が絞られておらず、形式的なものになっている。監査の基準（チェックリスト）も定められていない。
	現場において標準作業が遵守されているのかに重点を絞った監査の基準が定められ、これに沿って監査が行われている。しかし、・・・
	標準作業を遵守させる活動に関する監査の基準が定められ、これに沿った監査が行われている。また、監査員への訓練が行われ、問題点の的確な指摘ができている。ただし、・・・
	標準作業を遵守させる活動に重点を絞った有効な監査が行われ、発見した問題点に対する原因分析、活動計画の見直しが十分行われている。また、トップに対しても標準作業を遵守させる活動についての的確な提案を行うことができている。

	
	(4)標準作業を遵守させる活動を支援するためのツールの提供
	現場の活動を支援する手法・ツール(パトロールのチェックリストなど)を提供していない。
	時々、標準作業を遵守させる活動を支援するための手法・ツールに関する講演会・勉強会などを開いているが、単発で終わっている。
	現場の必要性を把握しながら、社内・社外で活用されている手法・ツールを継続的に紹介・提供している。しかし、・・・
	現場の必要性を把握しながら、社内・社外で活用されている手法をパッケージ化したり、ソフトウェア化して提供しており、現場での活用が進んでいる。ただし、・・・
	現場の必要性を把握しながら、社内・社外で活用されている手法をパッケージ化したり、ソフトウェア化して提供している。また、成功事例の発表会、活用マニュアルなどにより多くの職場に浸透している。

	現場
	(5)標準作業を遵守する重要性の理解を確実にする活動の実施
	標準作業を遵守する重要性の理解を確実にする活動が行われていない。
	問題が発生した後だけ、標準作業を遵守する重要性を話している。重要性を理解させるための事例集などを活用できていない。
	事例集などを用いて標準作業を遵守する重要性を理解させる教育を定期的に行っている。しかし、・・・
	事例集などを用いて標準作業を遵守させる重要性を理解させる教育を定期的に行うとともに、管理・監督者が作業観察・指導を徹底して行っている。ただし、・・・
	事例集などを用いた教育、管理・監督者による作業観察・指導が徹底して行われている。また、標準作業の作成・改訂に多くの要員が参画できるようにするための取り組みも活発に行われている。標準作業を意図的に不遵守した行動が原因で起こっているトラブル・事故はほとんどない。

	
	(6)標準が遵守されているかを評価し、必要な処置をとる活動の実施
	標準の遵守状況に関する情報を持っていない。
	管理部門などが時々パトロールを行って問題点を指摘しているが、範囲・頻度・深さともに不十分で本当の実態はわかっていない。
	各職場の要員などによるパトロールチームが組織され、定期的な巡視が行われている。しかし、・・・
	各職場の要員などによるパトロールチームが組織され、定期的な巡視が行われている。また、巡視方法を標準化し、研修を行っている。結果として、統一的な見方で各職場の標準の遵守状況を把握できている。ただし、・・・
	統一的な見方で各職場の標準の遵守状況を把握するとともに、発見された問題点の横断的な原因分析を行い、その結果をもとに標準作業を遵守させる活動の見直しを行っている。標準の遵守状況が着実に改善されている。


　注）パトロールチーム：小規模の組織では、公式に組織されていなくてもよい。作業員によるパトロールでなく、管理部門や監督者によるパトロールでもよい。

　　　　　　　　　　　　　

　　　
表・３　「意図しないエラー」を防止するための管理活動の評価シート（一部省略）
	　　　レベル

管理活動　
	レベル１

（低い）
	レベル2
	レベル３

（普通）
	レベル４
	レベル5

（高い）

	トップ
	(1)未然防止及びエラープルーフ化の奨励
	トップは未然防止及びエラープルーフ化の重要性を理解しておらず奨励していない。
	トップは問題が発生した後だけ、未然防止及びエラープルーフ化を奨励している。
	トップは未然防止及びエラープルーフ化の重要性を理解し、折に触れて話をしている。しかし、・・・
	トップは方針や表彰、マネジメントレビューなど、具体的な行動により未然防止及びエラープルーフ化を奨励している。ただし、・・・
	トップは方針や表彰、マネジメントレビューなど、具体的な行動により未然防止及びエラープルーフ化を奨励するとともに、そのために必要な責任・権限の委譲、リソースの配分についても適切に配慮している。管理部門の提案に対しても的確に指示を出している。

	管理部門
	(2)未然防止及びエラープルーフ化活動に関する計画の立案・展開・見直し
	管理部門は未然防止及びエラープルーフ化活動に関する計画を立てておらず、現場任せになっている。現場において未然防止及びエラープルーフ化活動が行われているか把握していない。
	管理部門は未然防止及びエラープルーフ化活動に関する計画を立てているが、抽象的で、現場の実態を反映したものになっていない。内部監査を行っているが、重点が絞られておらず、形式的なものになっている。監査の基準（チェックリスト）も定められていない。
	管理部門は未然防止及びエラープルーフ化活動に関する具体的な計画を立てている。しかし、・・・
	管理部門は未然防止及びエラープルーフ化活動に関する具体的な計画を立て、必要な工数などを提供している。ただし、・・・
	管理部門は未然防止及びエラープルーフ化活動に関する具体的な計画を立て、必要な工数などを提供している。計画の展開が十分に行われ、エラーによるトラブル・事故はほとんどない。未然防止及びエラープルーフ化活動に重点を絞った有効な監査が行われ、発見した問題点に対する原因分析、活動計画の見直しが十分行われている。また、トップに対しても未然防止及びエラープルーフ化活動についての的確な提案を行うことができている。

	
	(3)エラーに関する情報の収集と提供
	社内で発生したエラーに関する情報を収集・提供していない。
	社内で発生したエラーが原因のトラブル・事故事例を収集しているが、収集して現場に知らせるだけになっている。リスクの洗い出し・予測に関する講演会・勉強会などを開いているが、単発で終わっている。
	エラーが原因のトラブル・事故だけでなく、インシデントやヒヤリハットに関する情報を収集している。また、報告しやすい仕組みを工夫している。リスクの洗い出し・予測に関する教育を継続的に行っている。しかし、・・・
	エラーに関する情報を収集・整理し、失敗モード表など現場が活用しやすい形にして提供しており、現場におけるリスクの洗い出し・予測での活用が進んでいる。ただし、・・・
	エラーに関する情報を収集・整理し、失敗モード表など現場が活用しやすい形にして提供している。また、成功事例の発表会、活用マニュアルなどにより多くの職場に浸透している。

	
	(4)エラープルーフ化対策に関する情報の収集と提供
	社内のエラープルーフ化対策に関する情報を収集・提供していない。
	社内のエラープルーフ化対策に関する情報収集しているが、収集して現場に知らせるだけになっている。エラープルーフ化に関する講演会・勉強会などを開いているが、単発で終わっている。
	エラープルーフ化対策に関する情報を報告しやすい、閲覧しやすい仕組みを工夫している。エラープルーフ化に関する教育を継続的に行っている。しかし、・・・
	エラープルーフ化対策に関する情報を収集・整理し、データベースや事例集など現場が活用しやすい形にして提供しており、現場におけるリスクの洗い出し・予測での活用が進んでいる。ただし・・・
	エラープルーフ化対策に関する情報を収集・整理し、データベースや事例集など現場が活用しやすい形にして提供している。また、成功事例の発表会、活用マニュアルなどにより多くの職場に浸透している。

	現場
	(5)エラーによるリスクの洗い出し・予測
	エラーに起因するリスクの洗い出し・予測を行っていない。
	エラーに起因するリスクの洗い出し・予測を行っているが、専門家による表面的な分析にとどまっている。
	各職場に作業担当者による検討チームを組織し、エラーによるリスクの洗い出し・予測活動を推進している。しかし、・・・
	作業担当者によるチームを組織し、エラーによるリスクの洗い出し・予測活動を推進している。また、ツール化や予知訓練が行われ、成果が出てきている。ただし、・・・
	既存の作業だけでなく、新規作業・変更作業に対して、潜在するエラーの洗い出しを計画立案の段階で行うことができている。リスクを見逃したことによるトラブル・事故はほとんどない。

	
	(6)エラープルーフ化対策の実施
	エラープルーフ化対策を行っていない。
	大きな問題が発生した時だけ、スタッフによるエラープルーフ化対策が行われている。
	各職場に作業担当者による検討チームを組織し、エラープルーフ化活動を推進している。しかし、・・・
	作業担当者によるチームを組織し、エラープルーフ化活動を推進している。また、対策データベースや事例集などのツール化が活用され、成果が出てきている。ただし、・・・
	既存の作業だけでなく、新規作業・変更作業に対して、エラープルーフ化対策を計画立案の段階で行うことができている。リスクに気づいていたものの、エラープルーフ化対策が不十分で発生したトラブル・事故はほとんどない。


注１）収集・提供：小規模の組織では、収集方法については、監督者に口頭で伝える、連絡ノートに記入するなどの方法でもよい。提供方法についても、朝礼時や現場監督者が個別に教えるなどの方法でもよい。
注２）検討チーム：小規模の組織では、公式に組織されていなくてもよい。最低限当該作業に習熟した作業者が検討を行うこと。
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